
ロボットを活用した創意的な人材育成、STEAM教育 +ソフトウェア教育

科学（Science）・技術（Technology）・工学（Engineering）・芸術（Art）・数学（Mathematics）
の学問の学習を通じて「創意的な人材育成」を目指す教育のモデルです。

SSTTEEMM とは？とは？STEM とは？



バイクロボット

学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

考
かんが

えてみよう

・ 自
じ

転
てん

車
しゃ

について調
しら

べる

・ チェーン伝
でん

動
どう

について調
しら

べる

自
じ

転
てん

車
しゃ

の歴
れき

史
し

スクーター

二
ふた

つの車
しゃ

輪
りん

で動
うご

く世
せ

界
かい

最
さい

初
しょ

の乗
の

り物
もの

は１７９０年
ねん

頃
ごろ

に考
こう

案
あん

された「セレリフェール」

といわれています。それは同
おな

じ大
おお

きさの二
ふた

つの車
しゃ

輪
りん

を木
き

でつなぎ、その上
うえ

に人
ひと

が乗
の

れ

るように長
なが

いサドルをとりつけたものでした。この自
じ

転
てん

車
しゃ

は方
ほう

向
こう

を変
か

えることが難
むつか

し

く、更
さら

にペダルがなかったために、足
あし

で地
じ

面
めん

をけって走
はし

りました。

▲1790年
ねん

頃
ごろ

セレリフェール
▲1818年

ねん

頃
ごろ

ドライジーネ
▲1865年

ねん

頃
ごろ

ベロシペード

自
じ

転
てん

車
しゃ

にペダルをつけ

たもの

▲1870年
ねん

頃
ごろ

オーディナリー

速
はや

く走
はし

るために大
おお

きく

した前
ぜん

輪
りん

▲1885 年
ねん

頃
ごろ

セイフティバイシクル

現
げん

代
だい

の自
じ

転
てん

車
しゃ

の原
げん

型
けい

※自
じ

転
てん

車
しゃ

の歴
れき

史
し

は、研
けん

究
きゅう

者
しゃ

によって年
ねん

代
だい

及
およ

び名
な

前
まえ

の諸
しょ

説
せつ

があります。

　自
じ

転
てん

車
しゃ

の仕
し

組
く

みをよく観
かん

察
さつ

してみましょう。

スクーターは、動
どう

力
りょく

を使
つか

ってより速
はや

くより便
べん

利
り

にするために開
かい

発
はつ

された、バイクの一
いっ

種
しゅ

です。通
つう

勤
きん

や食
しょく

事
じ

の配
はい

達
たつ

などの短
みじか

い距
きょ

離
り

で、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に使
し

用
よう

されています。



チェーン伝
でん

動
どう

自
じ

転
てん

車
しゃ

はチェーン伝
でん

動
どう

装
そう

置
ち

を使
つか

う代
だい

表
ひょう

的
てき

なもので

す。自
じ

転
てん

車
しゃ

のペダル部
ぶ

分
ぶん

と後
うし

ろの車
しゃ

輪
りん

に、円
えん

形
けい

の

スプロケットを取
と

り付
つ

け、その上
うえ

にチェーンをか

けると、ペダルの動
どう

力
りょく

を後
うし

ろの車
しゃ

輪
りん

に伝
つた

える事
こと

が

できます。

スプロケットとチェーンは歯
は

車
ぐるま

と歯
は

車
ぐるま

のようにか

み合
あ

って回
まわ

るので、大
おお

きな動
どう

力
りょく

を滑
すべ

る事
こと

なく確
かく

実
じつ

に伝
でん

達
たつ

することができます。しかし短
たん

所
しょ

も有
あ

り、スプロケットとチェーンがかみ合
あ

って回
まわ

る時
とき

に生
しょう

じる摩
ま

擦
さつ

力
りょく

によって、騒
そう

音
おん

と振
しん

動
どう

が発
はっ

生
せい

する事
こと

と、摩
ま

耗
さつ

により装
そう

置
ち

の寿
じゅ

命
みょう

が短
みじか

いと言
い

われています。

このチェーン伝
でん

動
どう

装
そう

置
ち

を長
なが

く使
つか

うためには、こまめな掃
そう

除
じ

と潤
じゅん

滑
かつ

油
ゆ

を定
てい

期
き

的
てき

にさして摩
ま

擦
さつ

力
りょく

を少
すこ

しでも減
へ

らすことが大
たい

切
せつ

です。皆
みな

さんの自
じ

転
てん

車
しゃ

の状
じょう

態
たい

はいかがですか？

▲チェーン伝
でん

動
どう

（エンジン） ▲チェーン伝
でん

動
どう

（自
じ

転
てん

車
しゃ

） ▲潤
じゅん

滑
かつ

油
ゆ

をさす様
よう

子
す

自
じ

転
てん

車
しゃ

はペダル動
どう

力
りょく

をチェーンで後
うし

ろの車
しゃ

輪
りん

に伝
つた

えています。例
たと

えば、

チェーンの代
か

わりにギヤを使
つか

うと、どうなるでしょうか？



DCモーター

ホイール

ガイド

Lブラケット



Vブラケット

ホイール

Vブラケット

ギア（小）



Lブラケット

Vブラケット



Vブラケット



Lブラケット





Vパネル

Lブラケット

Vブラケット



Lブラケット



Lブラケット



Lブラケット



動
うご

かしてみよう

ケーブルをつないでみよう

モード７

スイッチモジュール P1
P2 スイッチモジュール

Ｄ
でぃー

Ｃ
しー

モーター A

L
える

E
いー

D
でぃー

モジュール P3

電
でん

源
げん

連
れん

結
けつ

ポート
電
でん

源
げん

連
れん

結
けつ

ポート

つなぎ方
かた

に注
ちゅう

意
い

しよう

動
うご

かしてみよう

乾
かん

電
でん

池
ち

ケースの線
せん

をつなぐ時
とき

はカチッと音
おと

がするまでしっかり押
お

しこんでください。外
はず

す時
とき

はつまみを押
お

しながら抜
ぬ

いてください。

ケーブルの黒
くろ

い線
せん

が ▶マーク側
がわ

になるようにつないでください。

モーターの

ケーブル

入
にゅう

出
しゅつ

力
りょく

のケー

ブル

乾
かん

電
でん

池
ち

ケースの
ケーブル

有
ゆう

線
せん

リモコンの左
ひだり

側
がわ

のスイッチを押
お

すと前
ぜん

進
しん

、右
みぎ

側
がわ

のスイッチを押
お

すと後
こう

進
しん

します。

前
ぜん

進
しん

後
こう

進
しん

有
ゆう

線
せん

リモコン

■モーター線
せん

の延
えん

長
ちょう

方
ほう

法
ほう

モーターの線
せん

を長
なが

くするため

には２ピンヘッダーピンと延
えん

長
ちょう

ケーブル（２ピン）を使
つか

っ

て下
した

の絵
え

のようにつなぎま

す。



バイクロボット綱
つな

引
ひ

きゲーム

ロボットと一
いっ

緒
しょ

にあそぼう

もう少
すこ

し考
かんが

えてみよう

① ２台
だい

のバイクロボット同
どう

士
し

を後
うし

ろ向
む

きにして置
お

きます。

② バイクロボット同士をひもでつないで、真
ま

ん中
なか

に印
しるし

をつけます。

③ 合
あい

図
ず

とともに各
かく

自
じ

のバイクロボットを前
ぜん

進
しん

させます。

④ １０秒
びょう

後
ご

にバイクロボットを止
と

めて勝
しょう

負
ぶ

を判
はん

定
てい

します。

※時
じ

間
かん

は自
じ

由
ゆう

に設
せっ

定
てい

してください。

※パーツが抜
ぬ

けたら「負
ま

け」と決
き

めておきましょう。

車
しゃ

輪
りん

が１つまたは３つある乗
の

り物
もの

について調
しら

べてみましょう。

チェーン伝
でん

動
どう

装
そう

置
ち

は原
げん

動
どう

機
き

から動
どう

力
りょく

伝
でん

達
たつ

先
さき

までの距
きょ

離
り

が３～４ｍ程
てい

度
ど

の距
きょ

離
り

が短
みじか

い

ときに使
つか

います。例
たと

えばチェーンを使
つか

い、原
げん

動
どう

機
き

から１０ｍ離
はな

れているところに動
どう

力
りょく

を伝
でん

達
たつ

しようとすると、どのような問
もん

題
だい

が発
はっ

生
せい

するでしょうか？

2.

1.


